
多能工型研究支援人材育成コンソーシアム 情報管理ガイドライン

No
教育

プログラム
対象 対応

1 座学講座 配布資料等 配布資料等のコンテンツの著作権は講師に帰属する。原則としてコンソーシ
アム受講生の個人の利用に限定する。

2 研究活動 研究者から提供される情報
（研究内容、共同研究情報など）

受講者のレポート

研究者の要求に応じて機密保持契約または誓約書を締結する。

コンソーシアム関係者（受講者、コンソーシアム事務局、コンソーシアム内で
の各種委員会委員等コンソーシアム事業に関わる教職員等）に限定し、原則
として非公開とする。受講者のレポートは受講者間で原則として共有化しない。
内容を共有化する際は、受講者の承諾をとる。

3 企業活動 企業から提供される情報
（配布資料、企業内部情報、共同研究など）

受講者のレポート

企業側の要求に応じて機密保持契約または誓約書を締結する。

コンソーシアム関係者に限定し、原則として非公開とする。受講者のレポート
は受講者間で原則として共有化しない。内容を共有化する際は、受講者の承
諾をとる。

4 ファンド申請
リライト作業

研究者から提供される情報
（申請書、研究内容、共同研究情報など）

コンソーシアム関係者に限定し、原則として非公開とする。なお、コンソーシア
ム関係者以外への提供・公開については、その都度、研究者に承諾を取る。

受講者からの情報
（受講者が作成した申請書、アイデア）

受講者が作成した申請書等のコンテンツは受講者間で共有化しないが、評価
のために、事務局や申請書の提供者及び申請書の評価者については、その
限りではない。情報提供した研究者が、受講生が作成したコンテンツのアイデ
ア等の利用の希望等が発生した場合、研究者と受講者間の連絡調整をコン
ソーシアム事務局がおこなう。

5 プロジェクト
調整能力

受講者の発表や議論から得られた情報

ケーススタディのテキスト、力量評価シート

情報の共有はコンソーシアム関係者に限定し、原則として非公開とする。
また、ケーススタディのテキストは受講生間で共有する。

力量評価シートはコンソーシアム事務局等、グループ討議のテーマ設定や受
講者評価のための必要最低限の関係者にとどめ、受講者間で共有しない。

【受講者の個人情報の取り扱いについて】
多能工型研究支援人材育成コンソーシアム事業の目的のために利用し、本人の同意のもと適切にコンソーシアム事務局が管理する。

※動画コンテンツは座学講座，実習講座ともに録画禁止とする。
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